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我々MOAグループはニュージーランドのマウントジョン天文台において重力マイクロレンズ現象を探索して
いる。重力マイクロレンズ法は大軌道半径を回る比較的軽い惑星を高感度で発見することができる。探索に用い
ている望遠鏡 (MOA-II望遠鏡)は口径 1.8m、視野角 2.18平方度であり、銀河中心とマゼラン雲の観測を行って
いる。
MOA-II望遠鏡は 2005年から観測を始め、1年以上定常観測が行われている。この定常観測の中で質量が 5.5
地球質量の最軽量の太陽系外惑星の発見するなどの成果をあげた。今年の 3月には光学系の最終調整を行い 2.18
平方度の広視野で一様な光学性能を得ることができるようになった。また、観測データのリアルタイム解析が始
まり、重力マイクロレンズ現象のアラートが世界に発信されるようになった。広視野とアラートによって多くの
重力マイクロレンズイベントの発見および集中観測が可能となった。これにより多くの太陽系外惑星がMOA-II
望遠鏡によって検出されると期待される。
本講演では、重力マイクロレンズ現象を用いた系外惑星探索の戦略について述べ、リアルタイム解析によって
発見されたイベントを紹介する予定である。


